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論文審査の結果の要旨 
1990年以降、草の根レベルでの保守運動が活発化し、その暴力的な様相や「反動」性が批判されるなども含め
て、注目を集めているが、本論文は、そのなかでとくに女性参加者・活動家に焦点をあてて、ジェンダー研究の
知見の蓄積と理論枠組みを用いながら、女性たちの保守運動に関する政治社会学的分析をおこなったものである。
これまで女性たちの保守運動については、既存の性別役割分業に基づく価値観をゆるがせられることへの不安や
危機感などが運動への動因の要因として指摘されてきたが、実証的な研究はほとんど行われてこなかったところ
に、本研究は、草の根の男女共同参画反対運動団体および慰安婦問題解決に反対する「行動する保守」の会とい
う二つの異なる運動団体のフィールドワークを行い、またあわせて種々のデータ・文献資料の渉猟を通じて、90
年代以降の女性による保守運動の実態を実証的に明らかにするとともに、それらの運動を成り立たせている要因
を保守運動内のジェンダー構造と運動の外部の社会構造に着目することで考察している。 
第I部では、戦後日本社会における保守運動の系譜を描いてそのなかで女性の保守運動を位置づけ、その上で研
究蓄積の豊富なアメリカの右派女性運動研究を参照して分析の枠組みを設定、第II部では「母親」「主婦」「妻」
として女性たちが参加する保守運動の分析から、「家族の価値」という鍵概念に着目、それが本流の保守運動の
なかで用いられるのとは異なる、あるいは矛盾しさえする意味づけを持つこと、しかし本流に接合されていく媒
介のメカニズムを明らかにしている。第III部では、慰安婦問題にかかわる女性運動を取り上げ、活動家たちは、
「母親」や「主婦」ではなく、「女性」というアイデンティティに基づいて運動の主導権を握りながら、しかし
主流の男性参加者とは異なる文脈にあることを描き出し、結論として現代日本の保守女性運動の特徴と構造を明
らかにしている。  
本論文は、注目されながらも実証性に乏しかった女性の保守運動に着目し、容易とはいえないフィールドワー
クを着実に行って成果を挙げ、それを保守運動研究の蓄積と接合することに成功して、すぐれた政治社会学的研
究となっている。また、近現代のフェミニズム・女性運動に関する知見の把握に基づいて、女性の保守運動を異
端あるいは「遅れた」「反動的」な存在と見るのではなく、女性の権利や平等を求めてきたフェミニズムの思想
との関連性と可能性を見出だす、オリジナリティのある興味深い知見を示唆している。 
以上のことから、本論文は、博士（人間科学）の学位授与にふさわしいものと判定する。 
 
 
 
 
 
 
 
